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リオデジャネイロ政治・経済（2014年５月）
1． 政治
州知事選に向けた各党の動き（報道ベース）
	ＰＭＤＢほか

	州知事選候補　　　：  ペザォン現州知事（ＰＭＤＢ）


副知事候補　　　　：  フェリペ・ペイショット（ＰＤＴ）

上院議員選候補　　：  カブラル前州知事（ＰＭＤＢ）

	「アエザォン」運動

・国政レベルでＰＭＤＢと連立関係にあるＰＴによる、リオ州知事選への独自候補（リンジベルギ・ファリアス上院議員）擁立の動きに反発するグループが、反ＰＴの「アエザォン」運動を展開。

・ピシアーニＰＭＤＢリオ支部長が主導するこの運動は、ＰＴとの連立を維持し、大統領選ではルセーフ大統領を支持する方針であるＰＭＤＢに反する形で、リオ州におけるＰＭＤＢとＰＳＤＢ（最大野党）との選挙協力の実現を目指す。

党内の意見の相違

ペザォン州知事、カブラル前州知事、パエス・リオ市長など、州運営に深く関わる幹部たちはルセーフ大統領を支持するも、「アエザォン」運動に与する州内各地の首長及びリオ州選出の議員で構成されるグループはアエシオ・ネーヴェス上院議員との選挙協力を求めており、リオ州ＰＭＤＢ内で政府支持派と同グループの方向性の違いが鮮明になっている。

各党との連立

リオ州においては、民主労働者党（ＰＤＴ）、連帯（Ｓｏｌｉｄａｒｉｅｄａｄｅ）、進歩党（ＰＰ）、ＰＳＤ（社会民主党）など、５月時点で１５近くの党と連立。


	ＰＴ／ＰＶ／ＰＣｄｏＢ

	州知事選候補　　　：  リンジベルギ・ファリアス上院議員（ＰＴ）


副知事候補　　　　：  未定

上院議員選候補　　：  未定 

	ルセーフ大統領、ファリアス上院議員への支持は示さず

国政レベルでは連立関係にあるＰＭＤＢとの関係を重視し、ルセーフ大統領はＰＴリオ支部が推薦するファリアス上院議員（ＰＴ）の州知事選に向けたキャンペーンに積極的には参加しない見込み。

各党との連立

ＰＴはリオ州において緑の党（ＰＶ）及びブラジル共産党（ＰＣｄｏＢ）と連立を確約


	ＰＳＤＢ

	ＰＳＤＢからは候補者を擁立する予定なし。「民主」（ＤＥＭ）及び社会大衆党（ＰＰＳ）との選挙協力に向け交渉。

	ＰＳＢ

	元サッカー選手のロマーリオ下院議員（ＰＳＢ）が上院選に出馬予定


ミナスジェライス州

州知事選に向けた各党の動き（報道ベース）
	ＰＳＤＢ／ＰＰほか

	州知事選候補　　　：  ピメンタ・ダ・ヴェイガ元通信大臣（ＰＳＤＢ）

副知事候補　　　　：  ジニス・ピニェイロ・ミナス州議会議長（ＰＰ）

上院議員選候補　　：  アントニオ・アナスタジア前州知事 （ＰＳＤＢ）

	・ＰＰは国政レベルでは与党ＰＴの連立政党であるものの、ミナス州においては最大野党ＰＳＤＢと選挙協力。

・アナスタジア州知事はアエシオ・ネーヴェス上院議員（ＰＳＤＢ）の大統領選挙キャンペーンの参謀の一人として、７月末まではプラン作成などの支援に専念するが、その後はヴェイガ元通信大臣の州知事選、そして自身の上院選のキャンペーンに集中するとの意向を示した。


	ＰＴ／ＰＭＤＢ／ＰＲＢ／Ｐｒｏｓ／ＰＣｄｏＢ

	州知事選候補　　　：  ピメンテル前開発商工大臣（ＰＴ）

副知事候補　　　　：  アントニオ・アンドラーデ連邦上院議員／元農務大臣（ＰＭＤＢ）

上院議員選候補　　： ジョズエ・ゴメス・ダ・シルヴァ（ＰＭＤＢ、ジョゼ・アレンカール元副大統領の息子）


	ＰＳＢ

	未定、ジュリオ・デルガード上院議員（ＰＳＢ）が州知事選に出馬か


エスピリトサント州

州知事選に向けた各党の動き（報道ベース）
	ＰＳＢ

	州知事選候補　　　：  レナト・カザグランデ現州知事（ＰＳＢ）


	ＰＭＤＢ

	州知事選候補　　　：  パウロ・アルトゥンギ前州知事（ＰＭＤＢ） 


州知事・上院議員選各候補者支持率の世論調査

本調査はフトゥーラ社により５月４日に発表された。

パウロ・アルトゥンギ前州知事（ＰＭＤＢ）
３４．１％
レナト・カザグランデ現州知事（ＰＳＢ）
３０．０％
マグノ・マルタ上院議員（ＰＲ）
１５．２％

２．経済

（１）経済一般
3月のミナス州鉱工業産指数、2008年よりも減少                                                2014/5/10
   ブラジル地理統計院（IBGE）によると、3月のミナス州鉱工業生産指数は前月比0.2%減で、2008年7月に比べても4.8%少なかった。
（２）石油・天然ガス・石油化学・バイオ燃料
ペトロブラス、支援船23隻の建造契約を承認                                                        2014/5/3
   これは、第3回支援船更新計画（PROREFAM）の第6ラウンドによるもので、総契約額は17億ドルであった。これにより、今後4年間に約7,000件の直接雇用が創出される見込みである。2008年から始まったPROREFAMでは、7回に分けて計146隻の支援船の建造契約が締結される予定である。これまでに、契約額67億ドルにて110隻の契約が成立した。

ペトロブラスの3月の国内原油生産量は前月比0.1%増の192.6万バレル                  2014/5/3
   生産量が伸びなかった原因は、主にカンポス沖油田にてプラットフォームや浮体式生産貯蔵積出設備（FPSO）の予定休止が行われたためであった。

ペトロブラス、ミナス州ウベラバ市（当館注：ベロ市の西496km。三角ミナス。サンパウロ市の北502km）で、近日中にアンモニア工場の建設を開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　2014/5/3
   投資額は20億レアルで、目的は肥料の原料である窒素を製造するためである。建設は東洋セタル（当館注：東洋エンジニアリングと伯セタル石油ガス社のＪＶ）が行う。同工場のアンモニア年間生産能力は約52万トンで、1日当たり126万㎥の天然ガスを消費する見込みである。操業開始は2017年初めで、生産される肥料はとうもろこし、砂糖きび、コーヒー、綿花、オレンジ等の生産に使用される予定である。現在、肥料はトリニダードトバコとヴェネズエラから輸入されており、ブラジルは世界第4位の肥料輸入国であることから、同工場の操業開始は貿易収支の改善に役立つとみられている。なお、天然ガスの輸送には18億レアルが投資され、ミナス州ベッチン市（当館注：ベロ市の西33km）から三角ミナスまで全長457kmのガスパイプラインが建設されることになっている。現在、基本・詳細設計、環境調査等の入札中で、パイプラインの建設開始は今年後半の予定である。パイプラインは、初期輸送能力が日量300万㎥で、ボリビア・ブラジル・ガスパイプライン（Gasbol）に接続される。
ペトロブラスの第１四半期の純利益は前年同期比30%減、前期比14%減で、2007年以降最低の53.9億レアル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014/5/10
   ただし、45～49億レアルという市場の予想よりは多かった。主な要因は、生産量の減少、燃料価格の内外差による損失と希望退職制度の導入であった。生産量は前年同期比1%減、前期比2%減で、国内原油天然ガス1日当たり平均生産量は、2013年第１四半期の196万バレルから2014年同期は192万バレルへ減少した。今年末までに3隻のプラットフォームの操業が開始される予定であり、生産量を7.5%増加するという今年の目標は据え置いたものの、市場は目標達成には懐疑的である。また、燃料価格の内外差は、ガソリンが17.3%、ディーゼルが1.4%で、販売量は、ガソリンが前年同期比4%増、ディーゼルが同3%増、航空機燃料が同6%増で、石油製品の輸入量は同13%増、総損失額は前年同期比26%増の74億レアルであった。また、希望退職制度の導入による損失額は16億レアルであった。これにより、債務額は4%増の2,296億レアルとなった。第1四半期の投資額は同4%増の206億レアルであった。なお、プラス面は、同期に24億レアルの経費削減が出来たことで、年間では73億レアルのコストカットを行うことを目標としている。また、希望退職制度においても、2018年までに130億レアルの経費削減を見込んでいる。また、最近のスキャンダルについては、汚職防止計画など、今後も内部のメカニズムを利用して解明していく予定であること、パサディナ製油所では、シェールガスを利用し、現在日量10万バレル以上を処理していることも明らかにした。
ペトロブラス、プレサル油田の1日当たり原油生産量で新記録を更新　　　　　　　　　　2014/5/16
   ペトロブラスは5月11日、プレサル油田の原油生産で日量47万バレルの新記録を打ち立てた。また、サントス沖プレサル油田の1油井当たり生産量は、2013年2月より30%多い日量2.8万バレルであった。

（３）鉱物資源

ヴァーレの第1四半期の純利益は前年同期比19.4%減の25億ドル　                     　2014/5/2
   その主な要因は、鉄鉱石価格が約19%低下したことであった。但し、鉄鉱石生産量は、第1四半期としては2008年以来最高の7,110万トンであった。また、石炭とニッケルの生産量も過去最高を記録した。

ヴァーレの1～4月の輸出額は前年同期比3.5%減の74.15億ドル                           2014/5/23
   本調査は商工開発省（MDIC）によるもの。特に4月は、中国スポット市場の鉄鉱石価格が10%下落したため、輸出額が前年同月比22.6%減の16.38億ドルへ激減した。また、ペトロブラスの輸出額は、1～4月が35.06億ドル、4月は前年同月比15.4%減の7.59億ドルであった。

（４）鉄鋼
   特になし。
（５）その他
リオ市ガレオン国際空港、サッカー・ワールドカップ大会開催都市空港ランキングで15カ所中第10位  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　2014/5/8
   これは、今年1～3月、大統領府民間航空庁（SAC）が空港利用者1万8,000人に、各空港の公共交通によるアクセス、タクシーの便宜性、空港全体の清掃度、快適さ等、41項目を採点してもらった結果である。なお、リオ市サントスドゥモン国内空港は第5位であった。
サッカー・ワールドカップ大会期間中のリオ市のホテル予約率は国内最高の87%         2014/5/8
   観光省によると、サッカー・ワールドカップ大会期間中、リオ市へはブラジル人46.5万人、外国人9万人が訪れる見込みである。

国立経済社会開発銀行（BNDES）の第１四半期の純利益は15.6億レアル               2014/5/16
   ちなみに、前年同期も15.9億レアルとほぼ同額であった。

エレトロブラスの第1四半期の純利益は9億9,290万レアル                                 2014/5/16
   業績は前年同期の－3,388万レアルから大幅に改善された。なお、営業利益は同21%増の70億800万レアルであった（当館注：同社はリオ市に本社を持つ国営企業。ラ米最大の電力会社で国内各地に発電、送電、配電を行なう12社とイタイプ発電所の50%を所有する。発電能力は国内全体の38%に相当する3万9,413MW、送電線の総距離は国内全体の56%に相当する5万9,856km）。
ミナス州電力公社（CEMIG）、第1四半期の純利益は前年同期比44%増の12億レアル

2014/5/20

   要因は、第1四半期、同社の販売した電力スポット価格（MWh）が1月の約378レアルより2月以降、平均約823レアルへ急騰したことにあった。
パナソニック、リオを輸出のベースとする予定　　                                                　2014/5/24
   26年前より五輪のスポンサーを務めている同社は23日、リオ市内に事務所を開設した。五輪関連業務を行いつつ、同社のネームバリューを高める意向である。国内3カ所に工場を持ち、従業員数1,800人の同社は、これまではオーディオ・ビデオ分野に重点を置いてきたが、今後は自動車分野を中心にB2B（企業向け）の事業を拡大する計画である。同社は、ミナス州エストレーマ市（当館注：ベロ市の南西492km。サンパウロ市の北東112km）で製造した洗濯機と冷蔵庫の国内販売に加え、今月より近隣諸国へも輸出し始めた。なお、サッカー・ワールドカップ大会でも、パラナ州クリチバ市のスタジアムで4年間のスポンサー契約を結んだ他、マットグロッソ州クイアバ市のスタジアムでも設備の提供を行う。同社は、今年、ワールドカップ効果により、国内市場でのテレビ販売を30%増加させる計画である。（了）

